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1
月
7
日
、
国
民
春
闘
共
闘
、

東
京
春
闘
共
闘
に
結
集
す
る
仲
間

は
、
都
内
5
カ
所
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
、
「
最
低
賃
金
は
全
国
一
律
で

1
5
0
0
円
に
」
と
書
か
れ
た
チ

ラ
シ
の
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
し
な
が
ら
新
春
の
駅
頭
宣
伝
を

行
な
い
ま
し
た
。

新
宿
駅
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
小
田
川
義
和
全
労
連
議
長
が

1
月
4
日
の
米
・
ト
ラ
ン
プ
政
権

に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
挑
発
の

暴
挙
と
そ
の
中
東
に
自
衛
隊
を
派

遣
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
安

倍
政
権
を
厳
し
く
批
判
し
た
上

で
、
「
安
倍
首
相
は
、
人
生
1
0

0
年
到
来
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。

少
子
化
を
最
大
の
課
題
と
し
て
取

り
組
む
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
中

身
は
伴
わ
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
、
正
規
と
非

正
規
で
の
賃
金
格
差

は
大
き
い
ま
ま
だ
。

残
業
は
少
な
く
と
も

月
40
時
間
以
内
に
制

限
、
最
賃
は
1
5
0

0
円
、
年
収
換
算
で

3
0
0
万
円
を
保
障

す
る
こ
と
を
要
求
す

る
」
な
ど
と
訴
え
ま

し
た
。

東
京
土
建
か
ら
は

木
村
潮
人
常
任
執
行

委
員
が
発
言
。
ゼ
ネ

コ
ン
は
史
上
空
前
の
利
益
を
上
げ

る
一
方
で
現
場
労
働
者
の
賃
金
が

上
が
っ
て
い
な
い
現
状
、
建
設
現

場
を
改
善
す
る
組
合
の
取
り
組

み
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
の
た
た
か

い
な
ど
を
語
り
、
未
組
織
建
設
従

事
者
の
東
京
土
建
へ
の
加
入
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

新宿駅西口で宣伝する春闘共闘の仲間講演を聞く参加者

【
杉
並
・
書
記
・
髙
取
一
二
三

記
】
杉
並
区
に
お
け
る
公
契
約
条

例
の
制
定
が
間
近
に
迫
る
な
か
、

行
政
と
地
域
の
建
設
業
団
体
お
よ

び
地
域
住
民
と
の
取
り
組
み
を
強

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12
月

20
日
に「
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
ム
杉
並
」

に
お
い
て
防
災
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
（
参
加
者
は
37

人
）
。

冒
頭
、
荻
窪
消
防
署
天
沼
出
張

所
の
白
石
所
長
が
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
し
、
杉
並
区
防
災
課
の
岡
部

主
任
よ
り
杉
並
区
の
防
災
体
制
に

つ
い
て
講
演
。そ
の
な
か
で
は「
職

員
3
0
0
0
人
は
震
度
5
強
以
上

で
全
員
参
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
」
「
杉
並
区
人
口
57
万
人
に

対
し
て
、
震
災
救
援
所
は
10
万
人

し
か
受
け
入
れ
体
制
が
出
来
な
い

の
で
、
ま
ず
は
「
自
助
（
水
、
食

料
、
集
便
袋
な
ど
）
の
準
備
が
必

要
」
杉
並
区
開
発
の
防
災
地
図
ア

プ
リ
「
す
ぎ
ナ
ビ
」
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

東
京
都
防
災
管
理
課
委
託
の
佐

藤
講
師
か
ら
は
「
首
都
直
下
型
地

震
へ
の
地
域
の
備
え
」
と
し
て
、

「
地
域
で
�
共
助
�
を
備
え
る
こ

と
が
重
要
」
「
日
頃
か
ら
の
近
所

付
き
合
い
や
地
震
を
想
定
し
た
共

同
訓
練
が
大
切
」
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
杉
並
支
部
・
吉
田

ビ
ー
バ
ー
ズ
隊
長
よ
り
「
隊
員
の

緊
急
連
絡
網
の
整
備
や
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
助
訓
練
を
行
な
っ
て
い

く
予
定
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
6
日
ま
た
は
9
日
に
、
全
国

各
地
で
毎
月
取
り
組
ま
れ
て
い
る

反
核
署
名
宣
伝
行
動
の
「
69
行

動
」
。
練
馬
で
は
、
東
京
土
建
練

馬
支
部
も
加
わ
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
推
進
ね
り
ま
連
絡
会
」

（
以
下
、
連
絡
会
）
が
、
1
月
6

日
、
冷
え
込
み
の
厳
し
く
な
る
午

後
6
時
か
ら
練
馬
駅
南
口
前
で
こ

の
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
弁
士
が
5
月

に
開
催
さ
れ
る
国
連
総
会
に
練
馬

の
代
表
も
参
加
し
て
署
名
を
届
け

る
な
ど
と
署
名
と
募
金
へ
の
協
力

を
訴
え
る
中
で
、
練
馬
支
部
の
三

角
真
弓
常
任
執
行
委
員
の
歌
声
が

行
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
往
来

の
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
三
角
さ

ん
は
、自
作
の「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｅ
」
と
並
べ
ら
れ
た
電
飾
キ

ャ
ン
ド
ル
と
核
兵
器
禁
止
条
約
に

批
准
し
た
国
を
示
し
た
世
界
地
図

の
前
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
（
ナ
）

ガ
サ
キ
」「
小
さ
な
一
粒
」
な
ど
を

熱
唱
。
ま
た
畑
澤
友
美
常
任
執
行

委
員
は
、
中
国
人
だ
と
い
う
男
性

か
ら
「
日
本
は
原
爆
の
被
害
を
受

け
て
い
る
の
に
な
ぜ
署
名
し
な
い

の
」
な
ど
の
質
問
に
て
い
ね
い
に

答
え
な
が
ら
、
署
名
を
ふ
や
し
ま

し
た
。

連
絡
会
で
は
、
1
月
13
日
に
は

練
馬
区
内
の
成
人
式
会
場
付
近
で

も
署
名
行
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

岡部さん

オリジナルのデコレーションを並べ歌う
三角さん（右）と署名板を持つ畑澤さん

2
0
2
0
年
の
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
の
法
廷
で
の
た
た
か
い
は
、
1

月
30
日
の
東
京
高
裁
で
の
神
奈
川

2
陣
の
結
審
、
4
月
17
日
の
東
京

地
裁
で
の
東
京
2
陣
の
判
決
と
年

の
前
半
か
ら
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
、
12
月
18
日
に
は
年
内
最

後
の
行
動
と
な
る
東
京
地
裁
（
高

裁
）
前
で
の
早
朝
8
時
30
分
か
ら

の
宣
伝
と
「
す
べ
て
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
を
救
済
す
る
判
決
を
！

公
正
判
決
署
名
」
の
裁
判
所
に
提

出
す
る
行
動
を
、
原
告
、
弁
護
団
、

統
一
本
部
メ
ン
バ
ー
で
行
な
い
ま

し
た
。

早
朝
宣
伝
で
は
、
清
水
統

一
本
部
事
務
局
次
長
、
佃
弁

護
団
事
務
局
長
（
東
京
）
、

西
村
弁
護
団
長（
神
奈
川
）、

吉
田
東
京
2
陣
原
告
共
同
代

表
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
握

り
、
国
や
企
業
が
裁
判
で
断

罪
さ
れ
続
け
て
い
る
事
実
、

一
方
で
依
然
と
し
て
広
が
る

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
と
解
決
の

た
め
の
救
済
基
金
創
設
な
ど

を
訴
え
る
中
、
行
動
参
加
者

は
裁
判
所
に
出
勤
し
て
く
る

人
々
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

し
た
。

宣
伝
終
了
後
に
は
、
裁
判

所
に
入
り
、
束
に
な
っ
た
署

名
用
紙
を
、「
一
日
も
早
く
、

い
い
判
決
を
お
願
い
し
ま
す
」「
主

人
が
亡
く
な
っ
て
7
年
が
経
ち
ま

す
。
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
を
今
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
公
正
な
判
決
を

お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
一
言
添

え
な
が
ら
書
記
官
に
手
渡
し
ま
し

た
。こ

の
日
提
出
し
た
の
は
地
裁
に

3
万
筆
、
高

裁
に
2
万
9

千
筆
で
す
。

署名を訴える村上さん（右）

巣
鴨
の
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
の
縁

日（
4
の
付
く
日
）に
合
わ
せ
て
、

毎
月
1
度
、
中
央
、
東
京
社
会
保

障
推
進
協
議
会（
以
下
、
社
保
協
）

が
行
な
っ
て
い
る
社
会
保
障
の
充

実
を
求
め
る
宣
伝
、
相
談
、
署
名

行
動
は
1
月
14
日
が
2
0
2
0
年

の
最
初
。行
動
参
加
者
は「
安
心
し

て
生
き
ら
れ
る
国
へ
」
と
書
か
れ

た
ハ
ガ
キ
大
の
署
名
用
紙
が
入
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
「
え
ぇ
〜
！
都

立
病
院
が
な
く
な
る
？
」
と
書
か

れ
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

社
保
協
に
結
集
す
る
各
団
体
の

代
表
が
順
番
で
訴
え
る
中
、
東
京

土
建
の
田
村
彰
宏
常
任
中
執
は

「
社
会
保
障
の
充
実
は
国
の
責
任
。

そ
れ
な
の
に
安
倍
政
権
に
な
っ

て
、制
度
改
悪
が
次
々
行
な
わ
れ
、

必
要
な
医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ

な
い
人
が
ふ
え
て
い
る
。
ま
た
消

費
税
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

生
活
に
困
窮
す
る
ひ
と
も
少
な
く

な
い
。
今
の
政
治
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

署
名
板
を
持
っ
て
、
積
極
的
に

道
行
く
人
に
声
を
か
け
て
い
た
村

上
規
子
さ
ん
（
世
田
谷
）
は
「
若

い
人
で
も
、
『
安
倍
政
権
を
つ
ぶ

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
』
と
言
っ

て
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

裁判所を背にして署名を前に並ぶ参加者

求

人

最
賃
は
１
５
０
０
円
に

裁判所へ約６万筆署名提出
公正な判決を求め

春
闘
共
闘
で
新
春
駅
頭
宣
伝

歌
声
も
響
か
せ
て

練馬

核
廃
絶
訴
え
署
名
・
宣
伝

中東への自衛隊派遣ノー中東への自衛隊派遣ノー

２
０
２
０
年
前
半
の
た
た
か
い
の
山
場
控
え

２
０
２
０
年
前
半
の
た
た
か
い
の
山
場
控
え

社
会
保
障
の
充
実
を

防災学習セミナー開催
地域では「共助」

巣
鴨
駅
頭
で
署
名
訴
え
る

杉
並


